
 

 

 

 

 

 

 

愛川ふれあいの村 今月の風景 

202３年１１月 自然のたより 
 

 

 

ナラタ 

   

小三国語のモチモチノキの黄葉 ヒメヤママユ アオジ 

 

  

  

キイロスズメバチの巣 エサキモンキツノカメムシ ワカバグモ ウラギンシジミ雌 

   

 

ニシキギの紅葉 スギタケモドキ ナラタケ 樹幹着生ヒナノハイゴケ 

   

 

 モッコクの実を食べるメジロ     キセキレイ 冬鳥のジョウビタキ雌 ジョウビタキ雄 

朝晩の冷え込みも厳しくなってきました。4年ぶりに開催された「紅葉まつり」では、見事に黄葉した

メタセコイア、イチョウ並木、紅いモミジが来場者を歓迎しているかのようでした。 

寒くなると生き物は少なくなりますが、そんな中、今年はカメムシが大量発生中！とかく嫌われがちな

カメムシですが、ハートを背負ったエサキモンキツノカメムシなど、変わり種も見られました。（袖山） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

生き物    ★生きた化石★        

「生きた化石」と聞くとシーラカンスやカブトガ

ニなど、中々見ることのできない生き物を思い浮か

べますが、実は意外と身近にもいます。なんと村に

も。それは、ちょうど今の時期、黄色く紅葉した姿

が綺麗な「イチョウ」です。なんと約 6000万年も

の間、姿を変えていないといわれています。おかげ

でおいしい銀杏を食べることができます。そしてな

んと村ではもう1種類生きた化石を見ることができ

ます。それは「メタセコイア」です。こちらも今、

黄金色に色づいて村を着飾ってくれています。身近

な生き物たちも、調べてみると新たな発見があるか

もしれませんね。（川原） 

 
   

 

 
 

 

旬   ★柑橘類がおいしい季節★        

村の果樹園に、色づいた果実が。写真の実は、八朔

（はっさく）」です。色づいているとは言え、まだ時期

ではなさそうです。はっさくが最もおいしく食べられ

る時期は、2～3月頃と言われています。収穫は 12月

頃から 2月中旬頃。もうすぐ収穫の時期ですね。すで

に森の生き物たちが食べているので、私も食べるのが

楽しみです。 

みかんはもう時期になっていますが、みなさんはみ

かんをどのように食べますか？皮のむき方、白いすじ

を取るか取らないかなど、食べ方は人それぞれですよ

ね。白いすじには、食物繊維やビタミン Pが多く含ま

れており、毛細血管を強化し、コレステロール値を改

善するなどの効果があるとされて 

います。寒い時期は、おいしいも 

のをたくさん食べたくなってしま 

うので、私は白いすじまで食べよ 

うと思います。（三好） 
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縁
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人
間
の
活
動
に
よ
っ
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え
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時
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吉
田
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トピック ★変わった秋の味覚★       

みなさんは秋の味覚と言われたら何を思い浮かべ

ますか？私はサンマを思い浮かべます。残念ながら

ふれあいの村にはサンマはいないので、ちょっと変

わった秋の味覚を紹介します。 

ふれあいの村には大きなオニグルミの木が炊事場

の横にあります。今の時期は葉が落ち始めてきてお

り、春にむけて新芽や花芽を出して繁殖活動の準備

をします。そのためには大量のエネルギーが必要と

なります。つまりこれからのオニグルミは繁殖のた

めに樹液がパンパンになるという事です。この樹液

が秋の味覚なわけです。木に小さい穴をあけるとそ

こから水のような樹液がしみだしてきます。1 回自

分で溜めて飲んでみたことがあるのですが、少し甘

い水のようでした。この樹液を煮詰めることによっ

て、甘みがでてとてもおいしいシロップになります。

木から取れるシロップは他にもあり、有名な物だと

カエデの仲間から出る樹液を煮詰めて作る「メープ

ルシロップ」がありますね。まだ自分で作ったこと

が無いので時間があったら、作ってみたいものです。

ちなみに現在は樹液は出ておらず、樹液が出てくる

のはあと 2、3か月先かと思われます。 

栗や柿、サンマなど有名なもの以外にも隠れた秋

の味覚がたくさんあります。また違った視点で、植

物や生き物などを見てみると、新たな一面が発見で

きるかもしれません。（小熊） 
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←イチョウ 

メタセコイア→ 

オニグルミの葉痕 

 


